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題 目 造形活動における感受・知識・他者が学習者に影響を及ぼす際の身体へ

の意識変容についての研究 

 

 

現在の美術教育では，合理的な学習方法に基づく実践によるものが散見されている。し

かし，誰にとっても同じ答えを生み出すのではなく，自分自身と社会とを結びつけるため

に，自分なりの答えを創造する学びが，未来を幸福に生きていくために必要であると考え

る。その創造活動の起点として，筆者は自己の内面と社会とをつなぐ重要な存在である身

体感覚に注目した。しかし，造形活動における身体感覚についての研究は非常に少なく，

身体感覚が新しい価値創造に与える影響は明確になっていない現状がある。そこで，①感

覚と表現との関係，②記憶の影響，③他者の見方からの影響という３つのアプローチから，

身体感覚と個人にとっての新しい価値創造との関わりを明確化する論考を行った。 

第１章では主に，感覚と記憶についての先行研究から，美術教育と身体感覚の関わりに

ついて考察した。まず，新たな価値を生み出すことは，中動的あるいは自動的な感受を意

識することが重要であることを示した。しかし，これまで美術教育学で検討してきた身体

感覚は漠然としたものであり，身体の多感覚間の相互作用を扱う論考が多くないことを指

摘した。さらに，身体知に関する論考から，身体運動および行為は，周囲の環境と自身の

身体との関係の中で判断し行っていると考えられることを論じた。 

第２章では，触覚を働かせて対象と関わった時に生じる生徒の表現の変容を調査分析

し，感覚が表現に与える影響について考察した。オノマトペの文字デザインを行う授業の

中で，触覚を意識的に働かせる場面を取り入れ，感覚体験が表現に与えた影響を分析した。

その結果，①触覚への意識が高いほど，他者に意図が伝えやすい視覚的な作品を制作しや

すくなる傾向があること，②触覚と記憶や概念との関係が高くなると，独自性が高まり，

他者に意図が伝えにくくなる傾向があること，③触感と，その音声的表現である擬態語を，

造形要素に置き換えることによって，生徒の触覚へのイメージが鮮明化される傾向がある

ことを明らかにした。そして，作者を知らずに鑑賞した場合と，作者に関する情報を知っ

て鑑賞した場合との，対象との関わり方を生徒の姿から考察した。その結果，学習者にと

って新たな情報が感受しようとする身体の行為に影響することが明らかになった。  



第３章では，自身の感受が，知識や情報によって記憶や経験と結びつく際の変容につい

て調査した。感受は，個人と外界との相互作用に留まらず，想起された経験などが影響す

ることが想定される。そのため，鑑賞対象となる作品に関する情報の有無によって，鑑賞

者の見る行為や触る行為，あるいは発話等を含む鑑賞態度がいかに変容するか分析した。

そして、作者を知らずに鑑賞した場合と、作者に関する情報を知って鑑賞した場合との、

対象との関わり方を生徒の姿から考察した。その結果、学習者にとって新たな情報が感受

しようとする身体の行為に影響することが明らかになった。 

 第４章では，班活動等での相互学習を記録し，観察の視座の変化について分析すること

で，他者が感受に与える影響について考察した。授業では，触覚，嗅覚，聴覚を対象とし

て，特定の感覚を意識した活動を行った。その結果，相互学習で特定の感覚を意識した活

動から，感覚で捉えた事象を相互に交流し合うと，個人の観察態度が変容し，それに伴い，

相互の視座で影響を受け合う可能性があることが，明らかになった。そして，自分の身体

感覚を働かせるためには，個人で対象と関わるだけでなく，他者を自分と異なる身体感覚

を持つ存在として認識し，交流することが重要であると示唆された。 

 第５章では，中学校美術科での授業における感受と造形表現行為，および主題生成の関

係について生徒の姿を多角的に分析した。そして，これまでの各章で得られた知見を活用

しながら，生徒の記述を基にした量的な分析や，生徒が実際に感受している様子を映像か

ら質的な分析を行うことで，生徒の様子を精緻に見取った。その結果，感受から主題生成

した生徒は，感覚的に作品制作に向かう傾向が明らかになり，自分とは異なる存在を認め，

その他者を分かろうとすることで，自分自身の感覚や興味に気付くことができる可能性が

示唆された。 

 終章では，自己の内面と外界をつなぐ身体について，感受と行為のサイクルモデルを用

い，改めて第2章から第5章までを概観し，整理した。そこから，知識や記憶，他者の影響

を受けることで，造形活動における身体への意識変容は，合理的な学習では得られにくい，

個人にとっての新しい価値に向かう創造的な営みであるという結論について述べた。これ

までの先行研究では，表現活動や鑑賞活動での，個人の感覚の一部に限定した身体の働き

による感受や知識，記憶の影響による意識の変容についてのみ議論がなされてきた。しか

し本研究では，他者の存在による感受への影響と，その影響が能動的な関わりだけでなく，

中動的な関わりによって変容することについて述べたことが本研究の新規性であり成果

であると考える。 

 


